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７月の古紙回収予定日【第１・３火曜日】 

４日（火） ・ １８日（火）   

◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに出し 

 てください。 

◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

◎必ず紙ヒモでくくってください。   

 ７月５日（水）から７月10日（月）までの期間、公民館の玄関

ロビーに七夕の笹飾りができるコーナーを設置しています。 

 地域の方々や公民館を利用される方々に、『願い事』や『夢』を

短冊に書いて、笹に飾っていただき、少しでも七夕の雰囲気を味

わってもらうことができればと思っています。 

みんなで梅ジュースづくり！ 

 ６月16日（金）に、芳養小学校で３年生の梅ジュースづくりが

あり、芳養の女性会の方々が教えに来ていただきました。 

 子どもたちは、凍っていた青梅を手に取って「冷たい！」と言い

ながらも、梅ジュースづくりに夢中になっていました。また、「お

じいちゃんにこの梅ジュースあげるんや」、「絶対おいしいから早

く飲みたい」など子どもたちの笑顔もいっぱいで、とても楽しそう

な雰囲気でした。 

 この取組は、平成19年度から毎年行われており、15年以上も続

いています。女性会の方は、毎回前日にたくさんの梅を綺麗に洗っ

て準備をしてくれています。 

 女性会の皆さんありがとうございました。 

 気象警報が午後10時以降の夜間に解除された場合は、これまでは防災行政無線で即時に放送

していましたが、７月１日から、午前６時に防災行政無線で放送します。また、土砂災害警戒情

報、高齢者等避難、避難指示の解除についても上記と同様に変更します。 

なお、防災行政テレフォンガイドや防災行政メール、LINE等の市公式SNSの配信について

は、気象警報が解除された時にこれまでどおり行います。 

※津波警報・注意報の解除は、これまでどおり夜間でも防災行政無線でお知らせします。 

＜お問合せ＞防災まちづくり課（電話：0739-26-9976）  

夜間に気象警報が解除された場合のお知らせが変わります 

 

 芳養公民館のイベント情報やお知らせを発信しています。 

 ぜひ友だち登録をお願いします。  
 

 登録方法 ①ＩＤ検索で  

      「＠755uazod」を検索する。  

      ②右のQRコードを読み取る。 

 ①、②のどちらかの方法でご登録ください。 

 ６月20日（火）～６月22日（木）の３日間で、芳養公民館にて「ス

マホ講座」を開催しました。  

 講座後に書いていただいたアンケートでは「また参加したい。」「次

はこういうことを学びたい。」等、うれしい感想をたくさん頂きました。

今後も、より多くの方にスマホを少しでも有効活用していただけるよう

努めてまいります。ありがとうございました。  

スマホ講座を開催しました 

１６年間ありがとうございました！ 

 芳養小学校と地域の学社融合事業として、毎年、芳養ふ

れあい教室を実施しており、各教室では、地域の方が子ど

もたちと一緒に学び、楽しんでいます。今年度は、花アレ

ンジ・俳句・かきかた（硬筆と毛筆）・読み聞かせ・キン

ボールの５つの教室を実施しています。 

 芳養ふれあい教室は平成19年度から始まりましたが、

スタートから令和４年度までの16年間、実行委員長を務

めていただいたのが、山本とし子さんです。山本さんは、

今年度で実行委員長を退任されました。長い間、先頭に

立って芳養ふれあい教室を引っ張ってきていただいたお

かげで、多くの子どもたちが貴重な経験をすることができ

ました。ありがとうございました。 

 山本さんは、実行委員長を退任されましたが、今後も花

アレンジ教室で関わっていただきます。引き続き、子ども

たちを見守っていただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

新しく実行委員長に就任された前田一

彦さんから山本とし子さんへの感謝状

贈呈 

※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。 



芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 

５ ７ 

蒸し暑い日が続いています。地域・保護者の皆様方におかれましては、お

体に気をつけてお過ごしください。 

さて、明洋中学校では、この１学期いろいろな行事を行い、充実した毎日

を送っています。主なものを紹介します。 

「自主・自律・連帯」７月号 
～充実の１学期～ 

◇令和５年度第７５回体育大会を開催しました 

 ５月21日（日）、熱中症予防のため、明洋中学校初となる５月に体育大

会を行いました。当日は晴天に恵まれ、保護者の皆様から温かい声援を頂き

ながら、生徒たちは精一杯頑張りました。 

今年の体育大会のスローガンは『「一致団結」～ヒートアイランド現

象発生中～』でした。スローガン通り、熱く盛り上がった大会となりま

した。 

◇４年ぶりに東京方面に修学旅行に行ってきました 

 ５月31日（水）～６月２日（金）の予定で、４年ぶりとなる東京方面に

修学旅行に行ってきました。１・２日目は晴れて、予定通り行えました。し

かし、３日目は和歌山県が大雨で水害となりました。関空には着いたものの

紀南に帰ることができず、岩出市にもう一泊することになり、翌日の６月３

日（土）に無事帰ってくることができました。色々な意味で、とても思い出

に残る修学旅行となりました。  

主な見学場所 

 １日目 スカイツリー→お台場→劇団四季 

 ２日目 国会→ディズニーランド 

 ３日目 上野科学博物館→浅草  

◇春季大会の主な結果 

〇柔道【県大会】 

 ２年女子52kg以下級 優勝 中田 奏(２年) 

〇体操競技【県大会】 

女子団体   １位 

男子団体   ２位  

男子個人総合 ２位 紺岡博吾(２年)  

〇サッカー 

【郡大会】  優勝 【紀南大会】 ２位  

〇バスケットボール女子 

【紀南大会】 ２位 

〇陸上競技【郡大会】 

 男子中学校200m走 優勝 矢口泰士(３年) 

〇ソフトテニス【郡大会】 

男子個人 ベスト８ 森本創哉(３年)・和田蓮音(３年)  

    ベスト８ 原開夢(３年)・竹中奏太(３年)  

女子個人 ベスト８ 原代千亜希(３年)・水野真鈴 (３年)  

       ベスト８ 三栖涼(３年)・出水愛心(３年)  

清く 高く のびのびと ７月号 

～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

 ６月１日（木）にプール清掃を行いまし
た。子どもたちがプールの底やプールサイド
を磨いた後、地元の消防団の方々に来ていた
だき、排水溝にたまった汚れ等を洗い流して
いただきました。ありがとうございました。 

そ し て ６ 月 13 日（火）か ら、い よ い よ
プール水泳が始まりました。「空・海・プー
ル」が一体となった素晴らしい景色の中、各学年ともに目標に向かって
練習しています。 

プール水泳開始！ 

絵手紙クラブ活動  ６月１４日（水）に第２回目の絵手紙クラ
ブ活動があり、今回も栗原和子先生にご指導
いただきました。題材は学校に咲いている
「あじさい」でした。描き方を的確に教えて
くださり、また、一人ひとりの良さを褒めて
くださるので、子どもたちも楽しくかつ集中
して、素敵な作品を仕上げることができまし
た。 

みんなの力で素敵な畑に！ Vol.３ 

５月24日（水）にサツマイモの苗

を植え付けました。中川先生から

植え方を教えてもらい、縦割り班

で丁寧に植え付けました。高学年

は低学年をしっかりサポートして

くれます。 

６月５日（月）に、トマト・ピー

マン・ナス・パプリカを植え付け

ました。愛情たっぷりお世話をし

て、７月の「ピザ作り体験学習」

の具材にする予定です。 

６月９日（金）には、トウモロコ

シ救出大作戦をしました。トウモ

ロコシが夜中の強風で倒れてし

まったので、みんなでおこして、

根元に土を寄せ固めました。 

毎日の水やりからはじまり、

雑草抜き、石拾いに、畝づくり

等、子どもたちは主体的に活動

しています。そのかいあって、

どんどん素敵な畑になってきま

した。畑の野菜の生長ととも

に、子どもたちの心もぐんぐん

成長しています。 

２万回の失敗 

 偉大な発明家トーマス・アルバ・エジソン。その生涯における発明の数

はおよそ1300と言われています。 

 最も有名なのが白熱電球ですが、他にも電話機や蓄音機など数々の発明

をしました。 

 「夜でも昼のように、光で明るく照らされる世界をつくりたい。」 

そんな思いからエジソンは白熱電球を発明しました。もちろん最初から上

手くいったわけではありません。 

 長時間、電気を出し続けるためには、フィラメントという電球の中の光

る細い線が、気を通して熱くなっても切れないことが必要でした。フィラ

メントを何の素材にするのかが、一番の難題でした。新しい素材を試して

は失敗、また新しい素材を探して試しては失敗・・・その繰り返しだった

そうです。 

 様々な説がありますが、エジソンは白熱電球の発明に２万回近く実験を

繰り返したと言われています。工場で手に入る材料では全部うまくいかな

かったため、植物に目をつけます。世界中から植物を集め研究しましたが、

ほとんどうまくいきませんでした。そして、ようやくフィラメントに適し

たものを見つけました。それは、日本の京都の岩清水八幡宮の竹でした。

白熱電球の誕生には日本が大きくかかわっていたのです。 

 エジソンは、何万回も失敗して、あきらめることはなかったのでしょう

か。この質問に対して、エジソンはこう答えています。 

 

  あれは、失敗ではありません。 

  上手くいかない方法を一つ一つ確かめたのです。 

  あきらめることが失敗なのです。 

 

 もし、エジソンが１万回であきらめていたら、今の私たちの生活は暗闇

のままだったかもしれません。 

 子どもたちは一人ひとりに良さがあり可能性があります。しかし、努力

しなければ持っている力を十分に発揮することはできません。何度もうま

くいかない経験をして、それでもまた挑戦して、そうやって成長してくの

ではないでしょうか。苦手なことなども続けていくうちにできるように

なったり、好きになったりすることもあります。毎日の学習を含め、自分

で限界を決めずに何にでも挑戦して自分の可能性を伸ばしていってほし

いと思います。 


